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２４．雨の少ないマリ共和国南部の浸透速度の低い圃場では、雨が肥料成分を

地表面流出させ、収量低下をまねく 
〔 要 約 〕  

マリ共和国南部の水の浸透速度の低い圃場での作物の低収量の原因は、少雨でなく、雨による肥料成分

の地表面流出である。この低収量は、緩効的施肥で改善される。 
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［背景・ねらい］ 
 マリ共和国南部の年間降水量は600から 1000mmである。この降水量では作物生産に不足していると考えられ

がちである。一方、マリ共和国は地質学的に古い盾状地に位置するため、数億年間の浸食と再堆積で水の浸

透速度の極端に高い土壌と極端に低い土壌が分布する。これらの土壌では降水強度の強いイベントにともない、

肥料成分の多くがそれぞれ下方流出、地表面流出することが、収量が低下する要因であるとみられる。そこで、

作物収量に及ぼす水の浸透速度の影響を解析し、浸透速度の低い圃場での対策を講じる。 

 

［成果の概要・特徴］ 
1. マリ共和国南部での雨期は概ね７月中旬から９月上旬で、雨期の始めに降水強度が強い。しかし、浸透速

度の比較的低い圃場では、土壌水分の増加は降水量の増加に大きく遅れる（図１）。 

2. その場合、有効な降水は 10％以下で、残りは地表面流出と蒸発で失われる。とくに、浅い土層の圃場容水

量を満たすには、多くの降水量と時間が必要であるため、有効降水率が低い（表１）。 

3. 現地での浸透速度は、断面積20cm2高さ5ｃｍの採土管２本を連結し、2.5cm土壌に差し込み、50mmの水を

注ぎ、浸透時間から求めている。実際の浸透速度に比べて過大評価するが、簡便なので、現場での測定に

便利である。 

4. 浸透速度 0.05mm/sec 以下、1.00mm/sec 以上で作物収量が極めて少ない。また、0.05mm/sec から

1.00mm/sec の範囲では、浸透速度が高い圃場で収量が多い（図２）。 

5. 浸透速度が中庸な圃場と低い圃場での棉花の収量に及ぼす尿素の付加施肥効果はないが、被覆尿素の

付加施肥効果は浸透速度の低い圃場で高い（表２）。この結果は、浸透速度の低い、すなわち、降水の地

表面流出の多い圃場で収量が低下する原因は、土壌水分の不足でなく、地表面流出による肥料成分の不

足にあることを示す。また、緩効的な施肥管理が対策として有効なことを示唆する。 

6. マリ共和国南部の集落 Niessoumana、Diou では、それぞれ 12％の圃場で浸透速度が 0.05mm/sec 以下で

ある（図２）。ここで、肥料成分の地表面流出が収量を低下させているとみられる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

1. マリ共和国において緩効性肥料の利用は経済的に困難である。分施、有機質肥料の利用、慣行の表層施

肥から土中施肥への切り替え等、緩効的な施肥管理による効果が期待できる。 

2. 圃場への地表面流出水の流れ込みを防ぎ、圃場からの水の表面流出を防ぐための畦畔、圃場周辺の排水

路の整備により、増収効果が期待できる。 

3. 今後の研究として、浸透速度が高い圃場で収量が低下する一因として、肥料成分の下方流出の影響を解

明する必要がある。 
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4. ［具体的データ］ 
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図１ Niessoumanaにおける2001年雨期の土壌水分（折れ線）と降水量（棒）の変化 

表１ 圃場容水量(FWC) を満たすのに要した降水量、土壌水分、有効降水率、浸透速度

図２ 浸透速度と予想収量のグレードとの関係 
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表２ 浸透速度の異なる圃場で栽培した棉花の収量に

及ぼす尿素と被覆尿素の付加的施肥効果の影響

浸透速度１）0.26mm/sec、傾斜１°の圃場

全処理で、９月中旬までに元肥とその後４回の追肥で
合計45kg/haの窒素成分を施用。
尿素付加と被覆尿素付加で、それぞれ25kg/haの窒
素成分を尿素と被覆尿素100日タイプで７月6日に付
加施用。

異なるアルファベットは優位差があることを示す。
N.S.：慣行施肥との優位差なし。***：慣行施肥との優
位差0.1％レベル。
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